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研究成果の概要（和文）： 本研究では、軍事郵便を戦時期の民衆意識を分析するための資料としてとらえ、各地に所
蔵される軍事郵便の調査をおこなった。東海地方・関西地方・中国地方・東北地方の調査を中心におこない、各地に所
蔵される軍事郵便の一端を明らかにした。また、調査のなかで軍事郵便だけではなく静岡連隊の従軍カメラマンの写真
資料からは戦争体験の共有化について分析し、さらに銃後における紙芝居やカルタ、人形、逓信省の雑誌などを分析す
ることで、戦争の大衆化が大人から子どもまで拡大・浸透していたことを明らかにした。本研究の成果は論文のほかに
、郵政資料館や専修大学において展示をおこなうことで広く公開した。

研究成果の概要（英文）：Viewing the military postal service as a source with which to analyze popular cons
ciousness during the war, this study conducted a survey of military postal service materials stored at var
ious sites throughout the country. Focusing mainly on the Tokai, Kansai, Chugoku, and Tohoku regions, our 
survey revealed new aspects of military postal service as collected at these sites. This study considered 
not only military postal service materials, but also analyzed the sharing of war experiences based on the 
photographs of an army cameraman with the Shizuoka regiment. Moreover, we demonstrated that the massificat
ion and popularization of the war expanded to penetrate many levels of society, from adults to children, b
y analyzing materials from the home-front that included picture-card shows, card games, dolls, and magazin
es published by the Ministry of Communications. The results of this research was published in articles, bu
t also made widely available through exhibits.
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１．研究開始当初の背景 
 これまで日本近現代史研究では、多様な視
点による戦争研究がおこなわれてきた。近年
は戦争体験者への聞き取りを通じ、兵士の立
場に視点をおいた研究が進んでいる。しかし、
戦後 65 年を迎えるなかで聞き取り調査が困
難になり、軍事郵便を資料とした戦争研究の
必要が迫られている。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、以下の3点に集約される。 
 
（１）全国各地に残る軍事郵便の実態につい
て調査する。 
 
（２）コミュニケーション・ツールとしての
軍事郵便から戦争体験について考察する。 
 
（３）戦後から現在に至るなかで、翻刻・刊
行された軍事郵便の意味を考察する。 
 
 軍事郵便は、戦地の兵士と銃後の家族・友
人等をつないだ郵便物のことであり、その制
度は近代日本において日清戦争から 1946 年
の廃止まで続く。よって軍事郵便は各戦争に
おいて、個人レベルで兵士の実態を解明でき
る貴重な史料である。しかし同史料による研
究が少ないため、史料の価値が低く、所有す
る人がいても日の目を見ないか、捨てられて
しまう場合さえある。１はそれを克服するた
めにある。また、同史料は戦場の様子に限ら
ず、家族や故郷への思いがえがかれる。各々
の戦争体験における心性は手紙を書く行為
に反映される。2 はそれを考察するものであ
る。さらに近年、個人や地域の活動等で軍事
郵便が読まれ、翻刻・考察し、刊行されるケ
ースが多い。戦争体験者が少なくなるなかで
現在、軍事郵便を読む意味は何かについて考
えることは、戦争の記憶の継承を考えるため
に重要である。そのため 3を設定した。 
 
 
３．研究の方法 
 研究の方法は上記、研究目的と対応するよ
うに以下の 3つの方法に分類できる。 
 
（１）軍事郵便の実態調査。 
 日本各地（本研究の調査地は北海道、東京
都、岐阜県、福岡県、三重県、香川県、愛媛
県）の軍事郵便が所蔵されていることがわか
っている資料館等へ調査に赴き、資料のデー
ターベースを作成する。 
 
（２）戦地と銃後の戦争体験の考察。 
 収集した軍事郵便の解読。①手紙の内容か
らやり取りする人びとの人間関係、所在の把
握。②軍隊の行動、地域における銃後の活動
を軍事史、地域史研究の比較から検討する。
③手紙における語りの構造を分析し戦争体

験による肉体的・精神的抑圧とは何かを考察
する。それによって軍事郵便に表象される戦
争の暴力を明らかにする。以上の点を考察し、
学術雑誌や研究会で報告する。 
 
（３）戦後軍事郵便が翻刻・刊行された意味
の考察。 
 近年の軍事郵便の翻刻・刊行という行為を
現代史のなかでの位置づけ、戦争の記憶の継
承あり方についての考察をする。そのために、
①個人・団体の数、所在先、刊行物の把握。
②聞き取り調査により手紙を読んだ背景、翻
刻・刊行の動機等を明らかにする。③他の著
作との比較検討をする。 
 
 
４．研究成果 
 研究の目的を達成するために現地調査や
資料収集、研究団体との連携、研究成果の公
開をおこなった。以下、各年度の成果を具体
的に述べる。 
 
（１）2011 年度の成果。 
 研究会議を 2回開催した。2011 年 7月 8日
には南山大学宗教文化研究所にて、今回の科
研全体および今年度の調査計画を議論し、確
認した。2012 年 3 月 10 日には小野寺拓也氏
による「野戦郵便からみる「ふつうのドイツ
兵」―戦友意識と「男らしさ」―」のタイト
ルで研究報告を受けて議論を行い、ドイツ兵
士の手紙から読みとれる兵士の体験や意識
だけでなく、ドイツにおける野戦郵便の研究
の現状についても見識を深めることができ
た。 
 また、郵便研究の拠点ともいえる逓信総合
博物館（郵政資料館）とも連携し、同館所蔵
の資料である『逓信の知識』『大逓信』を調
査・研究し、その成果が『郵政資料館研究紀
要』第 3号に掲載された。 
 現地調査に関しては、2011 年 7月 8日～10
日に名古屋・各務原で調査した。ピースあい
ち、横井庄一記念館では、戦争展示調査と聞
き取り調査を行った。木曽川文化史料館では、
当資料館の所蔵する軍事郵便や軍事郵便を
扱った紙芝居、カルタなどの資料を調査・撮
影した。なお、当館での調査の模様は、2011
年 8月 17 日に MBC（南日本放送）の情報番組
「どーんと鹿児島」において、特集「戦地か
らの手紙～軍事郵便が伝えるメッセージ～」
に放送された。その他、岐阜県陸軍墓地・手
力雄神社・愛知県護国神社では、戦争記念碑
の調査・撮影を行った。2011 年 9月 18 日 国
立歴史民俗博物館にて調査した。国立歴史民
俗博物館の近代と現代の展示から、日本のナ
ショナル・ミュージアムにおいて、戦争やそ
の体験がどのように伝えられているのか、軍
事郵便が展示資料として活用されているの
かを調査した。2012 年 1月 22・23 日 明石・
神戸にて調査した。明石市の軍事郵便保存会
にて同会所蔵の軍事郵便関係資料の撮影・聞



き取り調査を行い、保存会の所蔵する軍事郵
便の状況や分類の仕方、また保存会の活動な
どについての情報を得た。兵庫県神戸護国神
社では、境内の戦争記念碑の調査・撮影を行
った。 
 
（２）2012 年度の成果。 
 研究成果の発表として『専修史学』第 53
号（2012 年 11 月発行）において「軍事郵便
特集」が組まれ、論文 3点、史料紹介 2点が
掲載された。また、郵便研究の拠点ともいえ
る逓信総合博物館（ていぱーく）とも連携し、
研究を進めた。8月 1日から 31 日にかけて行
われた同館主催の企画展「軍事郵便展―戦地
からの便り」では、11 日から 31 日の第二期
展示において、これまでに蒐集した軍事郵便
関係資料を出展し、その模様は読売新聞（8
月 29 日朝刊）の記事にて紹介された。さら
に、同館が戦時下に展示活動で軍事郵便とど
のように関わったのかも調査を行い、その成
果が『郵政資料館研究紀要』第 4号（2013 年
3月発行）に掲載された。 
 現地調査としては、2012 年 5 月 27 日～28
日に広島で調査した。広島平和記念資料館に
おいては、当館での戦争展示を見学した。さ
らに、竹本真希子氏（広島市立大学広島平和
研究所専任研究員）による案内のもと、資料
館周辺の戦争関連遺跡や記念碑などを調査
した。広島市立大学広島平和研究所と広島県
立図書館においては、所蔵している軍事郵便
関係資料の調査・写真撮影、複写などを行っ
た。さらに、調査後には竹本氏から広島在住
の郵便資料収集家である秋信隆氏にコンタ
クトをとってもらい、秋信氏より貴重な軍事
郵便関係資料を寄贈していただいた。2013 年
3月 25日～27日に出雲・松江で調査した。『戦
場ヨリ父ノ便リ』を自費出版にて発行した周
藤征一氏を訪問し、同氏が所蔵している軍事
郵便関係資料の撮影・聞き取り調査を行った。
硫黄島の戦いで戦死した父の軍事郵便を翻
刻し・出版した経緯や動機、さらに慰霊への
取り組みなど、同氏の意見も含め貴重な証言
を得ることができた。島根県立図書館におい
ては、当館の所蔵する軍事郵便資料の複写を
行った。松江護国神社においては、境内の戦
争祈念碑の調査・撮影を行った。 
 
（３）2013 年度の成果。 
 研究成果の公開として、2013 年 11 月に専
修大学サテライトキャンパスにて「柳田芙美
緒写真展」を行った。展示では軍事郵便や写
真を展示したが、戦場における写真は帰還後
には戦地の情報を伝えるものとして重要な
意味をもつことがわかった。 
 現地調査としては、2014 年 3 月 24～26 日
に仙台・白石市にて調査した。白石市では人
形の蔵を調査し、軍事郵便だけではなく、戦
時下における子どもの遊ぶ兵隊や従軍看護
師の人形が多数あることを把握し、写真撮影
を行った。宮城県護国神社では戦争記念碑の

調査・撮影を行った。また、仙台市歴史民俗
資料館では戦争展示を見学し、戦争やその体
験がどのように伝えられているのか、軍事郵
便が展示資料としてどのように活用されて
いるのかを調査した。 
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